
、
紹

介
一

醗
国
弓
器
貯
ω
①
冥
9
μ
鼠
。
昌
軸
臼
ω
》
艮
5
慈
H
×

　
　
　
　
ピ
営
昌
ω
＜
O
ξ
諺
O
　
　
　
　
　
鵠
①
H
ω
ぎ
ζ
一
㊤
も
Q
卜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ロ
ピ
レ
ウ
ム

　
本
年
の
同
誌
ほ
E
・
H
・
ミ
ン
ス
敏
授
の
説
賀
論
丈
集
と
し
て
タ
ッ
グ
レ

ン
教
授
の
丈
以
下
三
十
二
の
論
説
た
牧
錐
し
て
屠
る
。
次
に
そ
の
二
三
の

内
容
た
紹
介
す
う
な
れ
ば
、

　
『
テ
ソ
サ
サ
董
と
｝
サ
ポ
ル
イ
ェ
』
A
・
ウ
エ
ー
ス

　
｝
ム
ソ
ン
と
無
価
に
か
の
コ
痢
史
以
前
の
テ
ソ
サ
可
一
」
為
著
に
し
☆
ウ
エ

…
ス
氏
が
、
同
書
の
嵩
版
さ
れ
療
一
九
＝
一
年
頭
よ
り
論
ぜ
ら
れ
、
今
日

恰
も
定
観
と
ま
で
見
ら
れ
う
に
至
つ
六
テ
ツ
サ
リ
ー
法
馬
の
彩
色
土
器
と

所
謂
ト
可
ボ
彪
イ
エ
鍵
ク
〃
テ
ニ
丈
化
と
の
關
係
に
就
い
て
氏
の
見
解
な

示
し
象
も
の
で
、
特
に
「
緻
羅
巴
文
明
の
黎
明
」
等
に
見
え
ろ
G
・
チ
ァ
イ

ル
ド
の
説
な
詳
細
に
吟
味
し
、
導
者
の
土
器
に
紋
檬
及
び
彩
色
の
黙
に
類

似
黙
あ
ろ
も
な
ほ
同
一
な
ら
す
と
す
ろ
自
ら
の
世
論
の
に
に
か
に
捨
て
難

吾
・
た
述
べ
、
希
糠
…
の
新
石
器
時
代
・
文
化
の
研
究
ほ
、
　
こ
れ
為
近
郵
の
そ
れ

と
比
較
す
る
に
に
未
だ
不
充
分
六
る
た
免
れ
す
、
か
く
て
チ
ア
ィ
ル
ド
の

設
の
如
春
に
魅
力
あ
ろ
も
の
で
牒
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
つ
て
云
爲
す
る
ば

砂
上
楼
閣
…
た
震
ね
る
も
の
と
雷
ふ
前
口
な
い
と
諭
じ
て
入
る
。

　
『
ル
リ
ス
タ
ン
と
西
方
七
転
賑
　
　
　
　
　
　
T
・
τ
」
・
ア
ル
ネ

紹

介

近
年
鰍
洲
學
界
を
賑
ほ
し
糞
ル
リ
ス
タ
ン
の
青
銅
器
が
コ
ー
カ
サ
ス
地

方
の
青
銅
器
時
代
及
び
初
期
用
器
日
代
の
備
品
と
密
接
な
蹴
係
に
あ
る
事

口
既
に
世
に
論
が
あ
る
が
、
更
に
北
伊
・
中
厭
。
ス
カ
ン
デ
ナ
ヴ
ィ
ア
等
西

方
の
諦
國
と
も
相
互
に
鶴
田
な
有
し
鍵
層
た
ブ
ロ
ー
チ
、
留
ピ
ン
、
装
身

具
銅
欝
器
等
に
就
い
て
例
識
し
、
こ
の
財
リ
ス
タ
ン
と
酉
方
と
の
闘
係
ほ

青
銅
器
暗
代
及
び
初
期
鐵
器
時
代
に
於
て
ば
ア
ツ
シ
回
ア
ー
小
亜
細
亜
一

北
伊
一
申
欧
と
維
歯
し
て
行
に
れ
糞
の
で
あ
ら
う
と
蓮
べ
て
居
る
。

穿
…
カ
サ
ス
ト
ル
”
ス
タ
ン
勧
　
　
　
　
F
・
ハ
ン
カ
ツ

　
ガ
ン
ザ
。
カ
ラ
バ
ー
文
化
、
青
銅
二
代
の
タ
リ
ス
文
化
、
レ
レ
ヅ
ア
ー
レ

丈
化
、
　
コ
ー
バ
ン
丈
化
等
の
各
項
に
分
一
り
山
ハ
十
五
頁
に
渉
っ
て
、
”
曾
文
化

の
膏
銅
藩
の
特
質
と
相
互
の
驕
係
並
び
に
ル
可
ス
タ
ン
王
化
と
の
先
山
な

詳
細
に
論
温
し
、
紀
元
前
十
四
世
紀
よ
り
八
世
紀
に
渉
リ
コ
1
カ
サ
ス
地

方
に
榮
え
六
丈
化
か
代
表
す
ろ
も
の
，
か
、
右
の
ガ
ン
ザ
・
カ
ラ
バ
i
、
ダ

リ
ス
、
レ
ル
ヴ
ア
ー
ル
の
三
丈
化
で
あ
っ
て
、
レ
”
ス
タ
ン
丈
化
と
の
一

致
1
1
一
ば
こ
の
雨
滑
の
間
に
永
く
存
し
墨
金
騰
貿
易
路
に
幕
。
く
緊
密
な
交

渉
を
、
一
に
爾
活
ほ
共
に
紀
元
前
二
千
年
代
の
末
葉
よ
り
一
千
年
代
の
初

頭
に
渉
る
「
前
亜
細
亜
文
化
」
に
駆
す
る
事
な
泳
す
も
の
で
あ
る
と
な
し
・

｝災

ﾉ
〃
リ
ス
タ
ン
文
化
の
峙
質
に
コ
ー
バ
ン
文
化
に
も
求
め
ら
れ
る
外

に
、
紀
元
前
六
世
紀
に
降
ろ
北
コ
ー
カ
サ
ス
の
鐵
器
膨
化
に
も
求
め
得
る

事
な
詳
逃
し
て
居
る
。

　
『
ナ
〃
ド
ス
鶉
和
鋼
器
の
位
…
直
に
就
い
て
』
　
　
　
　
～
・
ウ
エ
ル
ネ
ル

　
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
敏
授
等
の
蒐
集
以
來
著
名
と
な
っ
た
北
支
那
獲
見
の
所

謂
ナ
ル
ド
ス
青
銅
器
の
年
代
に
就
い
て
論
じ
敦
も
の
で
、
ま
つ
セ
レ
ン
が

第
十
九
巷
　
第
圃
…
號
　
　
　
・
七
山
ハ
五
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紹

介

河
騨
の
古
蟹
、
カ
タ
ン
ダ
の
古
縫
、
ノ
イ
ン
。
ウ
ラ
の
田
無
等
の
縫
見
遣

物
の
示
す
動
物
様
式
と
、
貫
ル
ド
ス
青
鋼
器
に
於
σ
る
そ
れ
と
の
騰
に
聾

し
い
類
似
が
あ
る
故
に
、
こ
れ
准
ナ
ル
ド
ス
群
な
る
下
に
一
括
し
得
べ
き

可
能
為
蓮
べ
、
次
に
4
，
」
レ
ン
ガ
古
培
ハ
よ
d
り
生
鉄
銭
存
、
カ
タ
ン
ダ
及
び
ノ

イ
ン
・
ウ
ラ
よ
り
に
紀
元
三
一
世
紀
の
紀
年
銘
た
有
す
る
漆
器
ん
、
渡
見
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ル
ツ
べ

た
の
為
以
て
、
ナ
影
ド
ス
群
の
持
つ
年
代
の
上
限
な
劃
す
る
も
の
と
な

し
て
居
る
。
然
し
て
紀
元
前
一
世
紀
の
申
葉
以
降
漢
の
武
力
に
旬
奴
が
服

し
て
北
境
に
利
午
の
雛
態
の
現
白
し
糞
暗
代
こ
そ
オ
ル
ド
ス
青
銅
器
の
占

む
べ
き
位
既
で
あ
っ
て
、
そ
の
前
後
の
事
情
ぽ
蹴
…
で
は
な
い
が
、
概
れ
艶

元
前
一
世
紀
よ
り
一
世
紀
に
旧
る
問
に
そ
の
製
作
が
行
ほ
れ
糞
の
で
あ
ら

う
と
し
て
屠
る
O

　
『
支
那
古
代
史
の
…
因
予
と
し
て
の
馬
』
　
　
　
P
・
イ
　
エ
　
ソ

　
紀
元
前
∴
世
紀
の
頃
よ
り
漢
り
北
方
遊
牧
民
〔
幻
奴
）
に
封
ず
ろ
種
々
の

政
策
ほ
西
方
文
物
の
移
入
と
言
ふ
結
泉
な
将
來
し
六
の
で
あ
る
が
、
就
中

在
來
種
の
も
の
よ
り
遙
か
に
す
ぐ
れ
公
良
三
層
大
喜
國
に
求
め
ん
と
し
力

試
み
ば
遂
に
支
那
交
明
に
大
な
る
饗
檬
か
附
輿
す
る
酉
方
丈
化
の
流
入
と

な
つ
六
事
を
蓮
べ
、
更
に
漢
詩
の
櫨
一
走
の
如
吾
・
も
か
く
の
如
き
關
係
に
於

て
生
じ
得
六
と
な
し
、
支
那
古
代
史
上
「
馬
」
の
閑
却
す
べ
か
ら
ざ
ろ
所
以

存
論
じ
て
屠
ろ
O

　
そ
の
他
本
書
に
に
次
の
諸
論
文
な
収
め
て
屠
ろ
。

　
》
■
窯
．
ビ
ニ
凝
お
三
ω
霞
庁
脇
H
ご
。
コ
§
琵
μ
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ヨ
β
｛
象
曾
昼
δ
ω
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9
昌
0
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器

　
　
O
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飢
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ソ
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ρ
切
μ
苞
簿
ご
も
り
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旨
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潟
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9
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臼
o
k
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σ
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叢
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拡
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二
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讐
〔
汀
澱

Z
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と
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二
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鴛
乙
（
へ
こ
．
×
費
｝
　
一
9
搾
と
h
…
¢
一
一

　
＞
N
c
く

こ
と
も
。
ぴ
（
と
，
O
切
C
『
［
7
｝
法
最
↑
O
『

累
9
＜
三
譲
…
レ
○
巴
ε
島
O
、
同
憎
C
貯

＜
．
O
嫡
O
謡
囲
（
ざ
旧
雌
蕊
｛
5
…
ら
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聖
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p
R
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0
＞
z
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の
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＝
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［
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く
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．

目
●
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ω
ε
二
同
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穿
乞
内
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山
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舅
厳
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二
ψ
o
プ
2
0
0
一
臼
霞
益
〔
葺
ψ
》
葺
ご
箇
一
島
。
貿

鑓
．
く
。
昌
男
。
ω
罫
…
b
ぼ
艶
三
μ
（
誘
窪
N
涌
け
＝
畠
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切
箪
”
響
胴
圃
［
赴
く
○
鐸
拳
玉

く
・
》
糞
9
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鼠
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ミ
く
赫
o
o
瓢
写
§
港
分
く
o
H
蔓
N
｝
M
o

切
・
零
に
。
巧
嚇
鰻
コ
、
ジ
ξ
昏
ぢ
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ぎ
。
・
．
9
帯
同
9
憲
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邑
博
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「
9
羨
更
一
二
鍵
［
o
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ノ
＜
・
》
器
網
鼠
コ
9
貫
｝
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も
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酬
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寂
貫
凶
（
軽
9
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剛
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ぴ
愚
才
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剰
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0

7
h
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ゴ
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（
一
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（
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三
三
簿
¢
o
峯
》
一
、
ヨ
ざ
僧
h
「
o
已

　
G
e
畠
二
戸
鍵
獣
9

男
腔
・
≦
．
＜
9
回
国
鐙
剛
日
α
q
…
藁
昌
ω
9
竺
創
ヨ
。
蓉
じ
覧
ゴ
話
9
0
材
N
o
三
差
。
・

　
竃
。
§
剛
）
｝
涜

く
●
8
0
ぎ
影
9
Φ
箱
…
ピ
。
㎝
銘
甑
ρ
三
〔
論
ω
建
3
奮
。
昌
Ω
同
一
＝
o

翼
・
8
0
＝
咽
切
巴
9
く
の
H
、
㌶
曵
お
岸
9
ご
3
0
0
0
二
〇
〇
瓢
。
昌
。
〔
（
〕
9
β
箕
H
』
・

　
N
互
ζ

k
ピ
k
〆
駕
2
（
鍔

　
N
自
目
H
嵐
珍
〇
引
切
〇
一
丁
コ
切
O
m
自
ヨ
一
ご
【
二
μ
q
（
δ
噌
k
ド
〈
9
醜
自
欺
【
巴
（
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
α

翼
．
舅
o
a
3
…
N
茸
田
旨
旨
層
。
σ
ζ
冨
今
。
。
§
σ
q
碧
㌶
胃
】
象
。
・
o
ぎ
5
ω
癌
。
。
H
い

掛
●
6
り
気
彰
。
ξ
鴇
羅
コ
。
鉱
｝
ヨ
霊
ヨ
3
0
も
な
畠
ゴ
副
「
8
h
乳
。
籠
｝
ε
盈
｛
ぴ
門
。
イ
臓
◎
7
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『
門
臥
宴
篇
q
一
二
国
ρ
養
ω
｛
の
鐸

　
　
　
　
o
　
　
題

跨
．
N
簿
江
峯
戦
O
＜
嚇
8
び
Φ
Q
Q
［
短
命
o
o
h
N
7
讐
∩
N

O
。
O
箏
ω
瓢
碍
ヨ
p
”
ご
b
づ
9
＜
｛
毎
二
｝
罵
9
〆
、
㏄
鴇
巨
び
9
置
影

］
．
■
O
．
〉
雛
ロ
。
易
。
な
9
ご
ω
o
一
昌
。
［
、
o
年
高
。
器
量
○
酔
書
影
寓
逐
一
＝
崇
誘
薫
製
。
冨
紘
ド

ゆ
・
閉
Φ
已
多
コ
…
曳
く
。
（
ご
ω
げ
く
剛
誓
μ
薦
O
o
H
9
凱
畠
。
一
μ
穿
。
切
門
二
瓜
。

男
辱
因
ぞ
【
犀
。
甑
内
ご
国
誌
O
鐸
N
O
跨
寓
0
7
0
8
9
は
無
N
2
同
舘
族
跨
一
門
二
凱

男
U
．
溶
。
＝
鳥
二
〇
7
…
ω
9
ご
0
6
Σ
）
o
m
　
o
〔
○
導
【
鐸
｝
o
箕
p
窪
9
同
○
曜
日
い
鎮
。

　
Q
α
9
呂
O
昌
　
｛
二
H
匹
く
帥
岸
け
μ
q
男
O
瓜
O
鳥
づ
『
①
舘
）
O
困
田
固
昌
国
箒
＾
唖
『
コ
鳥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
▼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
守

舅
●
膨
銭
。
象
。
・
…
国
凶
嵩
U
o
巳
（
誉
巴
畠
。
円
ノ
く
郎
貯
α
q
o
誕
。
凶
〔
鎮
5
㏄
憩
H
】
σ
q
｛
邑
。
昌

累
．
O
ぎ
♂
、
ゆ
嚇
舅
貯
三
㌶
乙
齢
。
『
o
同
門
三
〔
δ
担
ぎ
色
＝
二
巽
ノ
く
節
回
”
頑
。
詩
⑦
湾
舞
茄

　
○
ω
〔
2
＝
．
o
鳴
ρ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
本
）

　
⑳
↓
9
昌
σ
』
。
O
h
O
乙
い
○
）
、
費
⊃
國
顔
●

　
》
労
Q
8
同
ら
9
筈
①
0
9
屡
一
一
・
F
さ
江
9
ρ
髪
ム
O
o
9
9
口
密
。
［
9
Q
δ
ロ
℃

o
鴨
刎
。
｝
、
〔
二
8
9
ゴ
σ
。
p
簿
〇
三
コ
・
戸
蓉
ジ
譲
9
峯
♪
勺
δ
σ
9
び
熔
血
9
ぎ
㈹

い
い
。
甲
Ω
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
｝
露
薦
プ
巴
お
ω
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
く
．
O
．
♂
＜
財
詫
O

　
昭
利
四
五
年
の
頃
か
ら
河
南
省
洛
陽
菜
郊
金
村
幽
土
と
構
ぜ
ら
れ
ろ
古

器
物
が
兆
し
く
無
に
現
れ
、
そ
の
多
量
で
あ
ろ
こ
と
、
華
庵
な
こ
と
、
そ

し
て
い
巨
ゆ
る
母
式
で
珍
寄
な
形
式
に
富
む
こ
と
か
ら
、
夙
に
注
意
さ
れ

て
る
六
が
、
妹
に
縣
…
氏
鐘
・
巌
壁
蛭
な
ど
続
年
の
銘
丈
た
有
す
ろ
蹴
…
で
支

那
の
學
者
間
に
も
華
々
し
い
論
議
た
ま
毫
起
し
乳
。
蓋
し
近
年
に
お
け
る

大
盗
掘
で
あ
っ
て
、
そ
の
重
要
さ
ぽ
往
年
の
河
南
…
新
鄭
古
器
物
に
も
優
ろ

介

も
の
で
あ
る
が
、
澱
物
ぱ
そ
の
聴
よ
り
も
不
幸
な
駿
鰻
で
、
杢
然
散
侠
し

盤
し
、
い
ま
で
ほ
世
界
各
地
に
分
藏
ゼ
ら
れ
て
る
ろ
Q
と
こ
ろ
が
、
開
封

在
住
の
ホ
ワ
イ
ト
氏
が
親
し
く
そ
の
地
な
調
査
し
、
獲
掘
者
の
言
か
蒐
め

ま
六
散
秩
し
て
行
く
遺
物
為
記
縫
に
と
ゴ
め
て
、
遽
に
こ
の
一
書
を
も
の

ぜ
ら
れ
六
こ
と
ほ
實
に
不
幸
中
の
幸
で
あ
．
つ
て
、
こ
の
書
を
得
ヅ
、
喜
ぶ
の

は
び
と
り
わ
れ
わ
れ
考
古
三
者
の
み
で
に
あ
ろ
ま
い
ゆ

洛
陽
の
東
三
十
鉱
支
羅
、
部
山
の
下
に
全
く
同
形
式
の
古
慕
八
幕
と
、

な
ほ
い
く
ら
か
形
式
の
ち
が
ふ
小
さ
い
墓
三
幕
が
獲
掘
さ
れ
て
る
る
。
地

上
に
ば
何
ら
の
封
土
な
く
、
元
三
匡
坦
々
糞
ろ
築
地
で
、
い
ま
匡
象
穿

上
げ
重
土
が
盛
上
っ
て
み
る
り
み
で
あ
・
る
。
慕
室
ぱ
深
く
、
地
下
四
十
七

嗅
ほ
あ
り
、
各
聖
幅
十
吸
長
さ
二
百
．
五
十
吹
位
の
長
い
三
道
が
南
磁
に
走

り
、
ま
た
そ
の
左
膚
に
単
行
し
て
，
土
人
が
総
坑
と
爾
す
ろ
軍
馬
な
謝
葬

し
索
墓
坑
（
十
吠
に
五
十
吠
、
深
十
一
盃
十
二
喫
）
が
あ
ろ
。
こ
れ
ら
ば
全

部
川
拙
“
り
浅
へ
・
’
り
れ
（
ム
諜
｛
ぐ
ぱ
（
低
い
が
、
慶
掘
看
の
が
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て

よ
く
調
べ
ら
れ
て
み
る
Q
隊
這
ほ
北
に
向
つ
イ
、
下
降
し
、
深
さ
四
十
七
吠

の
墓
詣
に
蓮
る
。
墓
室
ほ
雀
二
十
咲
弱
の
入
角
形
で
、
ほ
ダ
…
映
角
の
角

け
材
な
並
べ
て
作
ろ
。
床
ぱ
由
附
北
に
走
ろ
伯
月
材
一
雁
，
壁
ほ
角
材
た
五
つ
重

れ
、
天
気
蔭
ま
つ
南
北
に
走
る
議
題
一
階
に
次
い
で
東
酉
に
走
る
角
材
為

皿
暦
重
れ
て
つ
く
ろ
、
そ
の
上
に
は
木
炭
暦
と
礫
暦
と
堀
以
っ
て
交
互
に

三
舟
づ
、
掩
ふ
。
床
材
の
下
に
ぼ
長
四
幅
、
幅
二
映
、
厚
層
吋
の
石
板
詮
畑
並

　
　
　
　
　
　
ノ

ベ
ろ
、
入
口
に
南
側
に
あ
る
が
、
い
ま
扉
の
獺
を
妬
し
な
い
。
壁
・
天
井

に
巨
喀
二
色
の
漆
堀
塗
る
が
、
壁
の
上
部
に
は
七
一
嘆
の
フ
リ
ー
ズ
黒
作

り
、
塗
金
金
具
を
嵌
め
．
ま
糞
戯
・
朱
の
器
具
で
、
龍
か
鳳
嵐
の
如
き
も

第
十
九
巻
　
第
四
貌
　
　
七
六
七
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